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次号予告　　63 巻　3号 ヘッドライン　：　化学教育と安全

　伝記などにより，化学（科学）史に偉大な業績や足跡を残した先人のエピソード
に断片的に触れることはあるものの，現在とは異なる当時の社会情勢のもと，いか
にして多くの困難を乗り越え，化学の体系的発展に貢献したのかを知ることは，必
ずしも多くないのではないだろうか。本ヘッドラインでは，化学史研究の第一線で
活躍されている研究者の皆さんに，ニュートン，ファラデー，メンデレーエフ，そ
してマリー・キュリーに関する最新の研究成果を紹介していただく。本企画が，強
い意志と熱い情熱をもって真摯な態度で化学と向かい合った 4名の化学者の生涯を
より深く理解する機会となることを期待する。

ヘッドラインテーマ：「人物化学史」の現在

　昭和 24 年 5 月 31 日の国立学校設置法により，新制高知大学は，旧制高知高等学
校，高知師範学校および高知青年師範学校を包括して，文理学部（文科・理科），教
育学部および農学部の 3学部で設置されました。文理学部は，深く専門の学術技芸を
攻究し教育者を養成し平和国家の建設と地方文化の向上開発に資することを目的に設
置されました。昭和 52 年，文理学部は人文学部と理学部に分離改組され，現在の理
学部での化学系教育は，旧朝倉連隊跡地の朝倉キャンパスに配置された高知大学文理
学部理科・化学を基盤としています。現在の朝倉キャンパスには，大学本部他，人文
学部，教育学部および理学部が設置されており，正門前の大きな栴檀（センダン）の
木と，理学部棟から学生会館に至るワシントンヤシが本学の象徴となっています。
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